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 履修上の注意事項・
 学習上の助言

  博士学位論文を作成に向けて，①全体構想計画，②研究推進計画，③論文発表計画を作成
する．具体的には，研究指導教員と協議の上，作成し進度に合わせて調整する．

 参考書名 SAE Transaction,Oroceeding of AVEC,Proceding of IAVSD,及び国内学会論文集等，必要に応じ

 
 評価方法

以下の項目により総合的に評価する．
１．発表による評価　・資料のわかりやすさ　・説明態度　・内容のレベル
２．議論内容の評価　・課題抽出力　・仮説形成力　・具現化/対策案の妥当性　・概念のモデル
化能力    　・検証/評価の合理性　 ・計画立案と推進能力　・説得力

 
 テーマ・内容

　本演習は，基本的に以下のようなテーマで構成されるが，学位論文の研究テーマによって，適
宜変更される．
１．構想計画立案に向けたニーズの探索と他研究例の調査と課題抽出，論文発表計画の作成
２．仮説と具現案の創出，予想される課題，及び対策研究
３．具現化案の創出と課題の予測，及び対策案のオプション設定
４．具体化案のシステム設計製作構想
５．信頼性安全性設計構想
６．実験計画立案と検証/評価方法の考案
７．実験装置の検討と設計
８．実験データの分析と新たな知見の抽出
９．研究課題の整理
１０．論文発表と技術発表

4.0

選択

清水　康夫

 
 目的概要

　社会背景から，自動車，又は自動車に関連する技術課題を抽出し，実験，観察，考察，調査，
対策を通して技術を完成させた事例を取り上げ，習熟することにより，仮設形成と具現化，及び検
証能力を身につけ，自身の研究テーマとして自動車システムの「差別化技術」を構想．設計し，そ
の有効性を検証/評価，発表する力を養う．合わせて，技術開発の歴史から，技術を普及させる
ために成すべき哲学を学び，「広い視野」と「プレゼン・コミュニケーション能力」を身につける．

 教科書名 特に指定しない
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